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７月  モニターレポート 担当出張所  桂川出張所 

担当区間 桂川中流両岸 

羽束師橋～府道１４２号桂大橋 （左右岸5.4～12.2ｋｍ） 

モニター実施日時 令和元年7月15日（月） 9時半頃～12時20分頃 

天  候 曇り  

（見出し） 

今月は、桂川羽束師橋（右岸）～祥久橋（右岸）、久我堰についてモニターしました。 

河川の様子、河川敷の様子、堤防の様子、ゴミの不法投棄、ホームレス状況などについて報告します。 

（内容） 

羽束師橋から上流に向かって歩き始めました。 

堤防には、河川敷への関係者以外立入禁止の看板がなされ、緊急連絡先の看板もありましたが、草で見づらく、 

文字も小さすぎる様に思えました。土嚢積み工事の様子。 

川の流れは、なだらかで、前日まで雨が降っていたのが感じられない位でした。 

 

   

 

堤外地に降りると、高水敷は、、ずっと通行止めで、畑がありタマネギの放置が見られ、ジュースの箱やタマ

ネギ等の燃えカスもありました。 

    

 

しばらく高水敷を歩きながら、桂川の川の広さと堤防から低水路までの、段差が小刻みにあることがよく分か

り、鳥の鳴き声を聞きながら、中洲の生き物や植物に興味が湧いてきました。そして、川にはどんな魚がいるの

だろうと思うと、これからが楽しみになって来ました。 

歩き始めて一時間程で、前面、雑草地、藪の為に又、堤防に上がりました。 
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堤防から、竹藪を見ると、風の影響で倒れ掛かっているものも多く、歩きづらい箇所がありました。又、アス

ファルト道には、亀裂が、入っていました。通行止めにはなっていましたが、その中を歩行者や自転車に乗った

少年達が数名、走っていました。 

 

       

 

通行止めの看板の近くに設置されていた、国土交通省の看板の文字が、透けて下の文字が読めるようになって

います。 

     

 

  名神高速道路の高架下に、野外テントを張ったホームレスの人が、一人おられた。 

又、この付近には、釣り人が多くおられたが、低水路に近付くには草だらけで、道もよく分かりませんでした。

 名神前から下を越えると、車の量が、俄然と多くなり、今迄とは違いガードレールも両サイドになったのは良

いのですが、人が歩くには危険性があると思われます。 

名神から、上流の道路に、横50㎝・縦30㎝・深さ５㎝位の陥没穴がありました。 
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堤防から、高水敷を見ていると、畑が多く見受けられ、その面積もかなり広いものがあるように思います。

これらの管理はもとより、洪水の時の対処が気になります。 

 

    

 

ようやく樋門に到着しましたが、ここにもゴミ捨て禁止の看板があるにも関わらず、周囲はゴミの山。 

 

   

 

遂に、今回の目的地である、祥久橋、久我堰に到着。雨上がりのぬかるんだ道をたどりながら、家族で散歩さ

れていた人、犬を連れて散歩されていた女性、少年達、畑でキュウリを栽培されていた人達との会話の中で、色

々なご意見も頂きました。これから一年、京都の素晴らしい自然の中で、頑張っていこうと思っています． 
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（意見・感想・処置等） 

初めてのレポート、ありがとうございます。河川敷には、河川敷を管理する国だけでなく、公園管理者、橋梁管

理者など、様々な看板が設置されています。レポートにある国土交通省の看板も、劣化した物から新しい物に変

えていくようしていますが、数が多く、古い物もたくさんあります。 

 道路の亀裂、陥没穴については、場所を特定し道路管理者へ情報提供させて頂きます。 

 桂川には畑が沢山ありますが、民地の畑も混在しています。民地の場合は、管理はその土地の所有者でされて

います。しかし、大雨により増水すると、多量のゴミも一緒に流れてくるので、その処理に苦慮しています。 

 今回の目的地久我堰まで、雨でぬかるんだ道のりを歩いて頂いてありがとうございます。久我堰は、京都市が

農業用水を供給するために昭和39年に設置されたものです。大切な供給する堰の周囲に不法投棄があるのは、残

念ですね。 

 ３時間に渡る桂川観察で、河川敷に生息する生き物への関心を抱いて頂きありがとうございます。これから１

年間、様々な発見をして愉しんで頂ければと思います。 

 次回のレポートもよろしくお願いします。 

 

 

 

 

    


